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音の伝わり方と大小
－小学校第３学年における音の学び－

北海道立教育研究所附属理科教育センター 浅野 寿紀

鷲見 陽介
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１ はじめに

学習指導要領の改訂に伴い，小学校

第３学年，内容Ａ物質・エネルギー

（３）光と音の性質として「身の回り

にある物を使って音を出したときの物

の震え方に着目して，音の大きさを変

えたときの現象の違いを比較しなが

ら，音の大きさと物の震え方との関係

を調べる」ことが追加されている。ま

た，ものづくりの活動の充実は従来の

学習指導要領にも示されており，今年

度，当センターで行っている移動理科

教室でのものづくりを通した音の指導

に関する取組を行ったので紹介する。

２ 音の内容について

小学校第３学年の指導においては，

「物から音が出たり伝わったりすると

き，物は震えていること。また，音の

大きさが変わるとき物の震え方が変わ

ること。」が示されており，中学校第

１学年の指導においては，「音につい

ての実験を行い，音はものが振動する

ことによって生じ空気中などを伝わる

こと及び音の高さや大きさは発音体の

振動の仕方に関係することを見いだし

て理解すること。」が示されている。

小学校第３学年の指導では，音の大小

については扱うが，高低については扱

わない点に留意する必要がある。

３ 移動理科教室における内容

(1) ものづくり

本取組の特徴は，児童が完成したも

のはどのように使うのか，動くのか明

らかにせずに，自分専用の実験器具を

作成するものづくり（図１～３）から

はじめた点である。作成に時間がかか

るものづくりの場合は見通しのもてな

い学習活動が長くなるため，作成する

目的や学んだことの何を使って作成す

るのか等見通しもたせることが不可欠

であるが，本取組は作成時間が３分程

度と短いことから，児童はできたもの

はどうなるのか等，興味や関心をもっ

て取り組むことができていた。

(2) 自然の事物・現象に対する気付き

小学校理科では，問題解決の過程を

通じた学習活動を重視してきており，

問題の設定に不可欠な自然の事物・現

象に対する気付きをどのように指導者

が示していくかが，これまで当センタ

ーで行ってきた研修講座のリフレクシ

ョンからも課題となっている。

そこで，作製した実験器具を用いた

モールを動かす活動を通して，児童に
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図１ 紙コップに１㎝四方の穴

をあける

図２ モールを15㎝程度に切り

らせん状に幕く

図３ 紙コップの上に図２のモ

ールをのせる



- 9 -

音を変えたときの現象の違いに気付か

せる取組を行った（図４）。

児童が工夫して動くようにしたこと

は次の３点である。

この３点は音の三要素である。声の

大きさは音波の振幅の違いであり，言

葉の工夫は音色つまり音波の波形の違

いであり，声の高さは音波の振動数の

違いである。

児童は作製した実験器具を使った実

験を通して，音には３つの要素がある

ことに自発的に気付くことができてい

た。

① 紙コップの上のモールがくる

くると回転するよう児童に自由

に声を出させ，取り組ませる。

② モールがうまく回転しない児童

には，回転させることができて

いる児童と交流させ，改善に取

り組ませる。

③ モールを動かすために工夫し

た点を発表させる

① 声を大きさの工夫。

② 「あ～」や「う～」など発す

る言葉の工夫。

③ 声の高さの工夫。

(３) 問題の焦点化

モールが動く現象から「なぜモー

ルは動くのか」という問題を設定す

ることにより，声という音について

の疑問を得ることができる。「音と

は何か。」この問題こそ自然事象の

気付きから得たい問題である。この

問題から，音が出ているときの楽器

を調べてみたり，輪ゴムでギターを

作り音を出して調べてみたりする主

体的な学びを得ることができる。

音が出るとき，物は震えている共

通点を学んだ児童に，小学校では前

述した通り音の高低や波形には触れ

ないため，音の大きさのみに留意し

た問題を設定し，「大きい音と小さ

い音」を比較する実験をい，差異点

を見いだしていくのである。

(４) その後の展開

移動理科教室では，共鳴おんさを

用いて，音が耳に伝わるまでの過程

を説明するなど発展的な内容を取り

扱ったが，授業においては，大太鼓

とビーズを用いて物体が大きく振動

するほど大きな音が出ていることを

確かめる実験を行ったり，物体の振

動を止めると音が出なくなること

を確かめる実験などにつなげていく

ことが考えられる。

４ 児童の感想

本実験を体験した児童の感想は以

下の通りである。

・実験器具を作って遊んだのが楽しか

った。

・声の高さや大きさでなぜモールの動

きが変わるのか不思議に思った。

５ おわりに

学習指導要領解説には，「第３学年

では，主に差異点や共通点を基に，問

題を見いだすといった問題解決の力の

育成を目指している。」と示されてい

る。同じ教材を用いても，問題を見い

だす問題解決の力を意図的，計画的に

育成するのかで児童に育成される力は

大きく変わってくる。

次年度の研修講座では，教材をどの

ように活用し，問題解決の過程におい

て，見方・考え方を働かせるのか，具

体を示しながら，エネルギー領域の研

修講座を行うつもりである。
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図４ 実際に声を出してモール

を動かしている様子

図５ 児童がモールを動かそう

と工夫している様子

図６ 共鳴おんさを用いて発展

的な学習をしている様子



- 10 -
北海道立教育研究所附属理科教育センター

エネルギー領域


